

１　学年・単元名　　第５学年　すぐれた表現に着目して、物語のみりょくを伝え合おう

『大造じいさんとガン』（読むこと）
２　単元目標
　　　・自ら読み取ったことや考えたことを意欲的に周囲と交流しようとする。
（関心・意慾・態度）

　　　・登場人物の相互関係や心情、場面についての描写をとらえ、優れた叙述について自分の考えをまとめることができる。　　　　　　　　　　　（読むこと・エ）

　　　・立場や意図をはっきりとさせながら、自分の考えを自分の言葉で伝えることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（話すこと聞くこと・オ）
・文章を根拠にして読み取ったことについて、相手の意見と自分の意見を比べながら発表し合い、考えを深めることができる。
（話すこと聞くこと・エ）（読むこと・オ）
・語感、言葉の使い方に対する感覚などについて関心をもつことができる。

（国語の特質に関する事項）

３　本時の目標
・大造じいさんが残雪への見方をいつ大きく変えたのかについて交流しながら、残雪の頭領としての威厳ある姿が、大造じいさんの残雪に対するとらえ方を一変させていったことを明らかにしていく。
４　本時の展開
	学習活動
	指導上の留意点
太字：つまずきに対する手立て

	１　これまでの振り返りをする。

　　・３つ目の作戦段階までの大造じいさんの残雪に対するとらえ方を振り返る。
２　前時の学習成果を確かめる。

３　本時のめあての確認をする。


　　①なんと思ったか、再びじゅうを下ろしてしまいました。
　　②大造じいさんはかけつけました。
　　③鳥とはいえ、いかにも頭領らしい、堂々たる態度のようでありました。

　　③強く心を打たれて、ただの鳥に対しているような気がしませんでした。
４　大造じいさんの残雪に対するとらえ方の大きな変化にせまる。


・弱った残雪を捕えるのは、ずるいから。
・自分の力で捕まえることにはならないから。

・戦いの最中に捕らえるのは、卑怯だから。

○大造じいさんの心の中にできた、新たな残雪とはどんな存在か。
５　大造じいさんの残雪へのつぶやきを書く。


	○残雪によって、一羽のガンも捕れなくなったこと、自分の作戦が通じずに腹立たしい思いをしたことに加え、残雪の存在を次第に認め始めていることをおさえる。

○ガンを捕らえるために、これまでに相当な年月と苦労を重ねてきていることを整理する。

○学習課題に対する自分の考えをワークシートで確かめておく。
○グループごとに、一人学習で見つけた心情が分かる描写を伝え合わせ、個々の考えをより確かなものにしていく。

○グループ交流の後、全体での意見交流を行う。発言する際には、見つけた描写とそこから分かる心情を合わせて話すようにうながす。

〇児童が見つけた発見は、どの立場も結論づけず、できる限り認めていきたい。
○必要に応じて、出来事に沿って意見を整理し、それぞれの立場での意見を交流させる。

○変化のきっかけが、頭領としての命をかけた残雪の姿であることをおさえる。

○これまでの作戦時の大造じいさんを改めて想起させ、再度問い返したい。
○様子を見ながら、必要に応じて“ひきょうなやり方”を明らかにしておく。
○大造じいさんにとって、残雪が単に狩りの対象としての存在を超え、ライバルのような存在になっていることをおさえる。

○この時点で、大造じいさんにとっての残雪がどのような存在であるのかを一文で書かせる。


児童に見られるつまずき


　登場人物の相互関係や心情、場面についての優れた叙述について、自分の考えをまとめることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　グループごとに、一人学習で見つけた心情が分かる描写を伝え合わせることで、読み取り方の違いに気付かせ、各自の読みを深めるようにする





指導事例集ｐ．９５





ワークシート④～⑦使用





ワークシート⑧使用





大造じいさんが、残雪への見方を大きく変えたのはいつだろう。





大造じいさんにとって、おとり作戦で残雪を捕えることは悲願だったのではないのか









